	ニット製品製造業


平成20年秋以降の世界的な景気悪化に伴う、消費者の購買意欲の低下等から、21年のニット市場は年間を通じて低調に推移し、22年に入ってもその傾向が続いている。さらに、市場の低価格志向の強まりもあり、収益状況の悪化している企業が増加している。その中で、自社の企画力を活かした新商品の提案や短納期対応を進めるなどにより、新たな受注を確保する動きもみられ、新たなビジネスモデルが模索されている。
業界の概要

ニットとは、編物のことを意味し、編立方式の違いにより、縦糸を左右の糸に絡ませループを縦方向に形成する経（たて）編と一本の糸で横方向にループを形成する緯（よこ）編に分類される。さらに緯編は、円運動により編目を形成する丸編と往復運動による横編に分類される。それぞれの代表的な衣類製品は、経編がランジェリー等、横編がセーター類等、丸編が肌着、Ｔシャツ、トレーナー等となっており、他に産業資材としての用途もある。主な生産工程は、糸仕入→生地編立→縫製（リンキング）→仕上・加工→検査→出荷となっている。また、横編は、一着丸ごと編み立てる無縫製編機も普及してきている。
ニット製品業界は、編立業者、縫製業者、一貫生産メーカーに大きく分けられ、一貫生産メーカーであるニットメーカーやアパレルメーカーと問屋、商社などが商品企画開発を行い、社内加工と専門加工業者への委託で生産を行う形態が中心となっている。販売ルートは、問屋を通じて小売店に販売されるルートとニットメーカーなどが通信販売業者や量販店、ＳＰＡ（Speciality Store Retailer of Private Label Apparel　製造小売業）業者向けに直接販売するルートがあり、近年後者の占める割合が増加している。
大阪の特徴

　大阪では、丸編ニット産業が明治時代から産地を形成しており、肌着や靴下などを生産していたが、戦後のカジュアル化の進展に伴い、府内南部地域を中心に横編ニット産業も発展した。

　平成19年における大阪のニット製品製造業は、事業所数でニット生地製造業33、ニット製外衣・シャツ製造業230、ニット製下着製造業37、従業者数は同653人、2,118人、676人、製造品出荷額等は同222億9,300万円、401億9,700万円、191億4,300万円となっている。それぞれ、10年前に比べると、規模は半分以下に縮小しているが、ニット生地製造業は従業者数の減少率が小さく、製造品出荷額等については、逆に約4割増加している（経済産業省『平成19年工業統計表（産業編）』従業者４人以上、大阪府統計課『平成19年大阪の工業』従業者４人以上）。
大阪府のシェアは、たて編や横編の生地では全国1位、丸編ニット生地は和歌山県や愛知県などに次ぐ５位となっている。また、製品では、ニット製上衣・コート類やニット製ワイシャツ・ブラウス、ニット製肌着など多くの製品で全国1～２位の地位を占めており、全国有数のニット産地であるといえる（経済産業省『平成19年工業統計表（品目編）』従業者４人以上）。

受注は低迷
　ニット業界は、ここ数年縮小基調にあった中で、平成20年秋からの世界不況の影響から、国内市場は消費者の買い控えや低価格志向の動きが強まり、21年は年間を通じて受注が低調に推移した。
特にセーター関係の動きが悪く、価格や肌触りの問題などにより若年者を中心に進展しているセーター離れの動きに加え、21年は秋から初冬にかけて比較的温暖な日が多かったという気候面の要因もあり、厳しい状況が続いている。ただし、商品別では、チュニックなどの重ね着用アイテムやロング丈のカーディガン、カラフルなニットなどのヒット商品がみられた。

一方で、肌着関係は、速乾や発熱、防臭・抗菌などの機能面で特徴を有する商品が近年堅調に推移しており、さらにカットソーを組み合わせた重ね着の流行などもあることから、丸編み関係は比較的堅調な動きとなっている。

対象市場別では、ミドル・シニア市場よりも、ヤング市場の状況が厳しく、近年のファストファッション（fast　fashion、最新の流行を取り入れた衣料品を短サイクルで大量に生産販売する業態）の流行も影響しているものと思われる。
また、流通別では、高価格帯中心の百貨店向け商品は全般に不調となっているが、デザインなどに特徴のある小売店向けの商品では比較的堅調なものもみられた。また、近年、衣料分野においてはＷＥＢ通販等のダイレクトマーケティングが堅調で、それら業者との取引で業績を伸ばしている企業もみられた。ただし現状、自社でＷＥＢ直販に取り組む企業は多くはない。
国内生産は二極化
　国内市場は厳しい状況が続いており、アパレルや問屋、商社がモノづくりに慎重となっていることから、発注ロットの小口化が進んでいる。また、アパレル等では、自社工場の稼動率維持のため、内製化を進めており、外部発注を減らす動きもある。そのため、21年の受注量は対前年比で10％超の減少となっている企業が多くなっている。
22年に入っても、受注環境は厳しく、例年中国の春節（旧正月）時期には、中国の工場稼動停止に伴い、国内業者に発注があるが、今年はそれがほとんどなかった、との話も聞かれた。
一方で、提案力や短納期対応などで新たな受注を確保している企業もあり、それらの企業やその取引先では工場の稼働率を維持向上している企業もあった。

　設備投資は低迷

当面の受注量が減少しており、また将来の受注増加の見込みも立てにくい状況にあることから、設備投資を実施する企業は限られており、設備のメンテナンスや補修程度にとどまっている。

ただ、受発注や生産管理などにおけるIT化対応で、IT機器の整備を進めている例がみられた。

収益、資金繰りは厳しい
　21年を通じて受注量の減少と発注ロットの小口化への対応でコスト削減が難しい中で、低価格要求も厳しいことから、収益の厳しい企業が多い。そのため、資金調達に苦慮する企業もでてきており、そうしたことが廃業が増加する要因となっている。
しかしそのような中でも、円高などによる調達コストの低減や業務効率の向上によるコスト体質の改善、自社ブランド事業への進出による高付加価値化などで、収益体質の改善に取り組む企業もみられた。
　雇用環境は悪化
　近年の受注量の減少に伴い、多くの企業で雇用の過剰感が高まっている。そのような中で、採用における即戦力志向も強まっており、経験者の中途採用や社内定年退職者の再雇用などの取組はみられるが、新卒者採用の動きは少ない。そのため、業界組合の実施する新入社員研修への応募状況も、昨年より減少しているとの声が聞かれた。また、従業員の高齢化などから、縫製加工において海外技術研修生を活用している企業もみられるが、その数も減少している。
輸入は中国を中心に増加
　ニット製品の輸入高をＴシャツや肌着、カーディガン等の動向からみると、10年以降増加が続いており、20年では過去最高となった。最大輸入相手国である中国のシェアも年々増加しており、20年では、輸入額の中で89.1％に達している（日本関税協会『日本貿易月報』）。ただし、20年秋以降の世界不況の影響もあり、現状は輸入の増加にも頭打ち感がでてきているとの声が聞かれた。
　また、昨今、価格面だけでなく、手加工など国内では出来ない加工への対応で中国や韓国の業者を活用する動きもあり、小ロット短納期対応の国内業者と使い分ける企業が増えている。

海外市場への関心が高まる
従来からアパレル産業では中国市場への進出の動きがあるが、昨今、国内市場の縮小が続く中で、改めて海外市場に注目する企業が増えている。特に中国市場については、富裕層を中心とする市場規模の拡大や高品質な日本製ブランドの評価向上などから、中小企業においても進出の検討を進める企業がみられた。

今後の見通し

　これまでの発注の減少による流通在庫の減少という要因があり、一定の受注が期待される状況にはあるものの、消費者の低価格志向や買い控え傾向も強まっていることから、今後も慎重な見通しの企業が多かった。一方で、自社ブランド事業など独自の取組で成功している企業では、一定の業績回復を見込む企業もあり、将来見通しは各社により違いがみられた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小野　顕弘）
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平成9年 112 12.3 950 8.6 15,964 6.8

14年 61 11.1 915 12.3 22,672 15.0

19年 33 8.6 653 10.9 22,293 16.3

平成9年 691 13.9 6,835 8.5 114,347 15.1

14年 414 13.7 3,585 7.7 54,269 14.1

19年 230 11.4 2,118 6.5 40,197 14.3

平成9年 138 16.1 2,065 9.6 35,762 17.7

14年 80 15.5 893 7.9 21,994 20.9

19年 37 11.9 676 9.0 19,143 24.9

資料：経済産業省『工業統計表（産業編）』、大阪府統計課『大阪の工業』各年版。

（注）従業員４人以上の事業所。
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大阪府のニット製品製造業の推移（従業員4人以上）

事業所数
（箇所）従業者数
（人）製造品出荷額等
（百万円）


[image: image2.emf]数量
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金額

（％）

都道府県

別順位

綿丸編ニット生地

7.6 6.9 ５位

合成繊維丸編ニット生地

6.0 5.6 ４位

合成繊維たて編ニット生地

37.0 31.5 １位

横編ニット生地

42.0 45.2 １位

ニット製上衣・コート類（ブレザー、ジャンパー等を含む）

40.4 24.6 １位

ニット製ワイシャツ・ブラウス

33.9 39.3 １位

ニット製スポーツシャツ・Ｔシャツ

19.5 18.9 ２位

ニット製成人男子・少年用セーター・カーディガン・ベスト類

15.4 16.3 ２位

ニット製成人女子・少女用セーター・カーディガン・ベスト類

25.7 18.6 ２位

ニット製肌着

33.4 30.3 １位

ニット製ブリーフ・ショーツ類

23.6 24.1 １位

資料：経済産業省『工業統計表（品目編）』

（注）　従業者４人以上の事業所。

主な品目別出荷数量・金額に占める大阪のシェア（平成19年）


[image: image3.emf]金額
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うち中国

（百万円）

中国の

シェア

（％）

平成10年 535,669 368,418 68.8

15年 623,021 532,633 85.5

20年 718,653 640,340 89.1

資料：日本関税協会『日本貿易月表』各年度版

（注）対象品目は「61.07　男子パンツ・パジャマ」、

　　　　　　　　「61.08　女子パンティ・パジャマ」

　　　　　　　　「61.09　Tシャツ・肌着」

　　　　　　　　「61.10　ジャージー・カーディガン・ベスト」

ニット製品の輸入高の推移
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